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進路についてこのような思いはありませんか？

・初めての進路なのでわからないことだらけ

・不安や焦りでいっぱい

・今、進路が全く決まっていないので不安

・子どもとどのようなことを話せば良いのか

わからない

・そもそもどうやって進路を決めればいいの？



本日のねらい

・受験に関する基本的な知識を得て
進路の見通しをもつ

・不安を余裕に変える

子どもと対話する



事前質問
・受験校に全て落ちた子はどうなるのか

・偏差値みたいなものはあるのか

・何を基準に希望高校を決めればよいのか

・奈良県の受験日はいつか。他府県との同時受験は可能か

・受験する高校は、最終いつまでに決定するのか

・前期、中期、後期のしくみ

＋第1希望・第2希望等 など
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進学先（公立・私立） ※全日制のみ

R３年度 R４年度
R５年度
（未確定）

公立 ８３人 ９５人 ７６人

私立 ５３人 ４４人 ５４人



久御山中学校の進路 (R４年度)
※普通科、専門学科合わせた学校＜公立＞

久御山高校

西城陽高校

田辺高校

城陽高校

城南菱創

京都すばる高校

莵道高校

京都八幡高校

東宇治高校

木津高校

西京高校

鳥羽高校

鳴門渦潮高校

阿蘇中央高校



久御山中学校の進路 (R４年度)
※普通科、専門学科合わせたもの

＜私立＞

京都明徳・京都橘・京都翔英

京都文教・京都廣学館

京都外大西・京都成章

京都両洋・洛陽総合・京都芸術

京都精華学園・東山・西山

立命館宇治

京都産業大学付属高校

龍谷大学付属平安高校

華頂女子・京都聖母女学院

奈良育成・四天王寺東

九州学院・樟南

京都つくば開成・京都美山

クラーク記念国際



私立

私立



私立の特徴①
・入試科目：5科目や3科目等

・面接実施している高校が多い

・男子校、女子校がある
⇒男女共学化が進んでいる

・内部進学制度あり

京都産業大学付属

京都橘

立命館宇治

同志社 龍谷大学付属平安 など



私立の特徴②
・学力の高いコースから色々なコースへ
まわし合格がある。

※無い学校も有ります

・指定校推薦も多い傾向

・費用が高い ⇒様々な支援制度あり

・学習のフォローが手厚い



京都文教

まわし
合格あり



私立入試

1次入試

1.5次入試

2次入試

･･･2/10前後の3日間
（京都、大阪等）

･･･時期は高校による
実施しない高校あり

･･･時期は高校による
実施しない高校あり

複数校受験可 複数回受験可

（奈良 2/6前後）

⇒3日のうち、1日or2日で実施
A B C

日程があえば3校受験可

【1日目】【2日目】【3日目】



私立入試受験方法

私立

推薦

専願

併願・一般

･･･魅力的で必要とされる
（中学校として推薦できるか）

⇒合格すれば必ず入学

･･･第１志望
⇒合格すれば必ず入学

･･･合格でも入学しなくてもよい



公立

公立入試



山城通学圏とは？

久御山町は山城通学圏に属する

普通科を受検できる学校
（全部で10校）

専門学科は府内全部受検可能



山城通学圏とは？

東宇治

久御山 城陽

西城陽

京都八幡 全10校

田辺 木津

南陽 莵道

城南菱創



山城10校

①東宇治

④久御山

⑤城陽 ⑥西城陽

⑨木津

⑧田辺

⑩南陽

③城南菱創

③

⑩
⑨

⑧

⑦
⑦

⑥

⑤

④

①

②
普通科を受検可

②莵道

⑦京都八幡



公立高等学校（全日制）

普通科 専門学科

※単位制･･･多くの選択科目の中から科目を選択
して自分で計画した時間割によって
学習する

通学圏が設定され
普通科と専門学科がある



公立高等学校（全日制）

普
通
科

学校名 コ ー ス 名

東宇治 英語探求 文理

木津 英語探求 文理探求

城陽 プログレッシブ スタンダード

西城陽 GSコース CSコース SSコース

久御山 Aコース Sコース Pコース

田辺 アドバンスコース スタンダードコース

南陽 文系クラス 理系クラス



色々な専門学科

木津（システム園芸・情報企画）桃山 （自然科学）

乙訓（スポーツ健康科学） 京都工学院 （プロジェクト工学）

京都すばる（起業創造・企画・情報科学） 海洋（海洋学科群）

京都都八幡 （介護福祉・人間科学） 西京（エンタープライジング）

嵯峨野（京都こすもす） 堀川 （探究学科群）

田辺（工学探究・自動車・機械技術・電気技術）

城南菱創（教養科学(単位制)） 南陽 （サイエンスリサーチ）



公立高等学校（昼間定時制）

一人ひとりの生徒が昼間の時間帯に自分のペースで、
ゆっくり・じっくり・しっかりと学習し、自己の成長
を実感できる教育を推進。登校時間・学び方が選べる。

京都府立清明高等学校

・新たな環境、新たな志で、高校生活のスタートを切りたい生徒

・柔軟な教育システムを生かして自分の学びのスタイルを見つけたい生徒

・自分で組み立てた時間割を自分の意志でやり抜きたい生徒

・まとまった時間を、学び直しや得意分野の伸長に生かしたい生徒

＜求める生徒像＞



公立高等学校（昼間定時制）

京都市立京都奏和高等学校

＜求める生徒像＞
・学習上の困難やつまずきを振り返り、学び直しから
スタートしたい生徒

・学校生活に不安を感じているが、上手に人間関係を
築きたい生徒

・集団の中で学びづらさを感じているが、学校という
環境の中で学びたい生徒

・不登校を経験したが、学校に通って学びたい生徒



京都市立京都奏和高等学校



公立 受検は2回チャンスあり(3回)

前期選抜
（2月中旬）

･･･多くの専門学科では
前期選抜のみ実施

中期選抜
（３月上旬）

･･･普通科や一部の
専門学科で実施

後期選抜 ･･･相当の欠員が出ている場合のみ実施



普通科 ⇒ 30% 他もあり

専門学科 ⇒ 70%  or  100%

前期

総定員数の

総定員数の

公立高校受検（前期選抜）



Ａ 学力中心

Ｂ 学力＋部活動
（得意なこと）

Ｃ スポーツ、芸術、音楽など

公立高校受検（前期選抜）



公立高校受検（前期選抜）

検査項目
・学力検査

・報告書

・面接

・作文（小論文）

・活動実績報告書

・実技検査

学校や学科に
よって異なる



活動実績報告書

部活動・特別活動
ボランティア・課外活動



部活動・特別活動
ボランティア・課外活動の
実績、資格、段級、記録など

より細かい実績



公立高校受検（前期選抜）

報告書 ◇評定

◇特別活動の記録
（行事・学活・部活動・表彰など）

◇その他の学習
（総合的な学習など）

◇行動の記録
(生活習慣・責任感・協調性・勤労奉仕など)

◇出欠



公立高校受検（前期選抜）





志願方法 第１志望２つ、第２志望1つ
３つ志願できる
⇒現実、１つ以外は厳しい

⇒どこでも行く選択はない

学力検査（40点×5=200点満点）

公立高校受検（中期選抜）

報告書（65×3=195点満点）
＋人間力

検査方法



第１志望 第１順位 90%
第２順位 10%

第２志望 定員が割れた場合

中期定員数の

公立高校受検（中期選抜） ３校記入可
※ただし、合格した場合は必ず行く

実際のところ
第１志望 第１順位での戦い
⇒第２順位、第２志望は定員割れねらい

やめる割合
が多い



第１志望 第１順位 90%
第２順位 10%

第２志望 定員が割れた場合

中期定員数の

公立高校受検（中期選抜）

10%

久御山
木津
京都八幡

３校記入可
※ただし、合格した場合は必ず行く

90%

久御山

①
②

木津

90%10%
③

久御山を第２順位
選択した者とも勝負

木津を第１順位
第２順位者と勝負



R５ R4

１倍を切る
⇒100％合格
ではない

公立中期



年間の見通し
4
月

3
月

7
月

8
月

9
月

１０

月
１1

月
12

月
5
月

6
月

2
月

1
月

オープンキャンパス
学校体験

2校私立 公立 2校

進路
希望
調査

進路
希望
調査

進路
希望
調査

確
約
書

3
者
面
談

進
路
面
談

3
者
面
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(

最
終
決
定)

※確約書以降の変更はなし

私
立
願
書
作
成
・
振
込

前
期
願
書
作
成
・
お
金
持
参

京
阪
神
私
立
入
試

公
立
前
期
選
抜

公
立
中
期
選
抜

実テ 実テ 実テ 実テ



２月～３月の流れ

私立 公立前期

公立中期

卒業式
合格発表

奈良



進路希望調査



・合格できるかどうかだけで判断しない
⇒3年間の充実、卒業まで見据える

・本人と対話し続ける

・本人任せにしない（本人だけだと進まない）

・担任の先生と十分な話し合いをする。
（させる）

進路を考える上でのポイント



・「いけるところ」ではなく
「いきたい」と思うところ

・自分を磨き続ける 非認知能力
・今すでに受験は始まっている

・公立2校・私立2校を見に行く

進路を考える上でのポイント



自分の進路を自己選択・自己決定させる

⇒人に決められたものはやめる

⇒前向きな進路になりにくい

⇒人のせいにする 本人

学校 保護者3者で対話しながら

進めていきます

※保護者の協力がなければ進学できないことは伝えます

進路の進め方



①夢・将来を見据えて進路を考える

②どんな高校生活を送りたいか考える

勉強面・部活動面・コース・距離

進路面・雰囲気・行事面 等

③公立２校、私立２校を見に行く

④担任の先生と相談

⑤実力テストと進路希望調査で担任と相談

★可能性・現実性も見る

進路の進め方



進路の進め方

私立専願・推薦 （勉学・スポーツ）

①私立専願(挑戦) ②私立併願
②公立中期 ＋③私立併願

A

B

①公立前期 ②公立中期 ＋③私立併願

C

①公立中期 ②私立併願E

①公立前期 (②私立併願)

D

(専門学科・スポーツ)



進路の決め方進路の決め方

私立専願・推薦 （勉学・スポーツ）

①私立専願(挑戦) ②私立併願
②公立中期 ＋③私立併願

A

B

①公立前期 ②公立中期 ＋③私立併願

C

①公立中期 ②私立併願E

①公立前期 ②私立併願

D

(専門学科・スポーツ)

私立の併願を受験しない場合は、定時制または
私立２次試験（３月末実施）・通信制を視野に入れる



京都府あんしん就学支援制度



事前質問①
・受験校に全て落ちた子はどうなるのか

⇒そうならないように指導していきます

⇒公立後期、私立２次 ⏩ 定時制・通信制

・偏差値みたいなものはあるのか

⇒学校内ではありません。
受験する人数があり、信ぴょう性が低い

※高校生になれない場合の想定



事前質問②
・何を基準に希望高校を決めればよいのか

⇒十人十色。 子どもや担任と要相談。

・奈良県の受験日はいつか。他府県との同時受験は可能か

⇒同時受験可能です。府内複数も可能です。
奈良は少し早め

・受験する高校は、最終いつまでに決定するのか

⇒12月の3者面談まで。（基本は11月の進路面談）



事前質問③
・前期、中期、後期のしくみ

普通科 ⇒ 30%

専門学科 ⇒ 70%  or  100%

前期

中期

後期 定員割れした場合のみ存在する

2/15
16

3/7

3/25

第１志望 第１順位 90%

第２順位 10%

第２志望 ほぼ枠なし

※定員が割れているから
必ず入れるわけではない

総定員数の

総定員数の

総定員数の

他もあり



京都府公立高等学校
スクールガイド2023

（山城通学圏）

令和６年度京都府公立高等学校
入学者選抜 中期選抜志願者数



京都府公立高等学校入学者
前期選抜等実施要項

令和６年度前期選抜 広報資料
（合格者数）



2024京都私立
中学・高校ガイド

令和6年（2024年）3月31日まで公開


